





































































附属特別支援学校 年報 2020 
ＩＳＳＮ 2432-7948 
巻頭言 





















































































楽しい社会だと思いませんか？   
 解釈はあくまで解釈であると距離を置き続けるという点も重要です。昨年，米国科学



























明地 洋典（2019）多様な認知行動特性の意義 ─片桐論文・米田論文へのコメント─. 心 理
学評論, 62, 1, 51-65. https://doi.org/10.24602/sjpr.62.1_51 
Luca Casartelli, Alessandra Federici, Lucia Fumagalli, Ambra Cesareo, Monica Nicoli, Luca 
Ronconi, Andrea Vitale, Massimo Molteni, Giacomo Rizzolatti, & Corrado Sinigaglia (2020).  
Neurotypical individuals fail to understand action vitality form in children with autism 
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「授業づくりの聴き合い」を通した学びあい 
 ～子供の学びの過程を見るために～ 
























































カテゴリ 詳細 数 
１.自分自身について気付くため 明確になった/整理された/言語化 ＊ 9 
  自分が考えていたこと 授業の狙い/教えたいこと/めあて＊  14 
 ぼんやりしていたこと 活動について      7 
 教材について      1 
 次何をしたらよいか 分かった 2 
 教えたいことと学習者が学びたいことの差 3 
 自分の思い込み 2 
   
２.学習者の様子について知るため 気付いていなかった実態を知った ＊ 12 
知らなかった実態を知る  思考の過程を探れた 1 
  学習者の表現の仕方に気付いた 2 
  目標・狙いをしぼる      ＊ 7 
 活動内容 学習効果・つまずき 3 
 ステップアップ課題の必要性 1 
 教材/効果的な設問など 2 
 子供に合った支援方法を考えられた 4 
   
３.Ｔ1Ｔ2と共通理解を図るため 狙いの捉え/役割分担/支援 2 
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プロンプタを体験しての気付き 
  ～子供の姿から学びあう授業研究を目指した小学部の取組から～ 
 
                       小学部主事 脊戸 みちる 
 








































































































































































































































                           中学部主事 幅 裕子 

























































































































































 富山大学人間発達科学部附属特別支援学校 年報 2018 2019 
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 富山大学人間発達科学部附属特別支援学校 年報 2019 
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どうしてＡさんは，「長い」という言葉を，授業の最後に 
言えたのだろうか 




















































































































































































                          小学部 中坪 真梨子 
 







































































































をした活動を，メモをもとに振り返り，「タンブリンが（     ）なる」という文の
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Ｃさんが考え直すきっかけとなったのは 
～聴き合いからの気付きと自己変容～ 





































   











































図１ 電車の操作 図２ ホワイトボードの掲示 図３ プリント 





























































































































































































































































































































































                           中学部 篠原 孝幸 
 






















































































「Do you have ___ 」からなる短いセンテンスのやり取りが設定されている。 
繰り返し伝える必然性があることなどから，経験を重ねるごとに自信が付き， 
センテンスを覚えて伝えることができたのでは。 









































                      図２ Ａさんがファイルを見ている様子 

















































































                          中学部 瀧脇 隆志 
図１ ピタゴラ装置 







































































































































 図１ アルティメットの略図 
 
図２ 得点表 

































































































B さんが立ち位置を一歩後ろに下がってから「A さん」と言って投げた。 
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次は，Ａさんが文字で「だんだん」と書いた場面のラベルです。 










































































































  表１:刺し子担当生徒の技術実態表 



















③ ◎ △ △ 
④ △ △ △ 
   ◎:身に付いている（支援がなくてもできる） 
   ○:もう少しで身に付く（時々言葉掛けなどの支援が必要） 





 ➌布の端から 1 ㎝幅にチャコペンをまっすぐに引くことができる。 
 表２:ミシン掛け担当生徒の技術実態表 
 D（高１） Ｅ（高２） F（高３） 
➊ ◎ ◎ ◎ 
















- 59 - 
に合わせて縫っているか，玉留めができているか確認することはできましたが，縫っている
ときにどのように縫い進めているのか，活動中の姿を見落としているのではないかと気付き

























































































































































































                           高等部 名苗 美保 
 






























































































































































































                           高等部 松村 陽子 
 













































































しながら, インタビューでの適切な対応の仕方について考え, 意見を発表し合いました。 
 












































































































６ 引用および参考文献                                                                                                                                                                                    


































































・プログラミングで正多角形をかこう！ ※本時 13／14時 
単元名  正多角形の特徴を調べよう 




































































































































































































図形や模型，分度器を使って失敗した   
プログラムのロボットの動きを再現して  
失敗の原因を探り，プログラムの修正案を
考えた後，『④命令への置き換え』 ，   
『⑤実行』を行う。 
失敗 




















































































































































































































































































単元名      ピタゴラ装置を作ろう！ 






































































































































































































































単元名    卒業に向けてメッセージボードを作ろう 
         ～「micro:bit」で気持ちを伝えよう～ 














ことができる。（学びに向かう力・人間性等）         ※斜体はプログラミング教育の目標 
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指導計画（全 19時間） 
第１次 １時間 ・「micro:bit」でどんなことができるか知ろう 
第２次 ７時間 ・「micro:bit」で簡単な文字や記号,絵文字を考え,光らせよう 
第３次 ３時間 ・「micro:bit」でメロディーを鳴らしてみよう 















































































































































































































































第１次   ４時間 ・説明について考えよう！ 

















































































































動作がしやすいことを予測する。                                                        
③ 一連の動作や活動の予測 

























































































































        
        
  
          
  
  
      
        
  
  
            





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 ＊見本と同じようにプログラミングをしよう ※本時（10／20） 










単元名      プログラミングをしよう 














































































































































































































































ログラミング教育 : （3）小学部自立活動における Viscuit の実践から」富山大学人間発












年 11 月 
  （要旨）富山大学人間発達科学部附属特別支援学校では，令和 2 年度，6 月 1 日までの
コロナ 禍における一斉休校の中，児童生徒の学びを止めないため，また家族の困りを改善
するために，web 会 議アプリ「Zoom」を活用した遠隔授業を各学部合わせて 40 回程度，




15(2)，41-50 2021 年 2月 
（要旨）知的障害特別支援学校の小学部において，知的障害のある児童を対象にプログラ
ミング教育を取り入れた自立活動を実践した。プログラミング的思考の向上，左右弁別や



























２．柳川公三子「Q&A  今さら聞けない！キャリア教育って？Q3 キャリア教育は高等部だ




















３．柳川公三子「Q&A  今さら聞けない！キャリア教育って？ Q4 重度の子どものキャリア
























とその効果』」刊教育資料 = Educational public opinion (1578), 8-9, 2020-08-17 2020




なものに』」週刊教育資料 = Educational public opinion (1580), 8-9, 2020-09-07 2020




別支援教育の実践情報 36(6), 40-45, 2020-10 2020 年 10 月 
（要旨）知的障害特別支援学校小学部のプログラミング教育を取り入れた自立活動につい
て紹介した。 
- 111 - 
８．山崎智仁「経営改善につながるプログラミング教育『特別支援教育におけるプログラミン


















ション支援』」週刊教育資料 = Educational public opinion (1596), 10-11, 2021-01-04 




















































グラミング教育を創る 2020  ー新時代を生きる力を育む SDGs の視点からの実践ー」日
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５．片岡美華・小島道生・初村多津子・山崎智仁・北岡大輔・別府哲「青年期発達障害者の内
面世界を大切にした支援（4）知的障害児の自己／他者理解を育てる授業実践」日本特殊
教育学会第 58 回大会(オンライン開催).自主シンポジウム:話題提供者 2020.9 
  （要旨）知的障害特別支援学校小学部に在籍する ASD のある A 児は，自己の評価をいつ
も他児との比較で捉えてしまうため，自分と他児が教師から称賛された回数をカウントし，
その日の自分の賞賛の回数の方が少ないと泣き出したり，つい他児に暴言を吐いてしまっ
たりする様子があった。そこで本実践では，A 児を対象に自己―他者の間に人型 AI ロボ
































ハイブリッド開催).口頭発表.  2020.11 
（要旨）発表者らは 2020 年 3 月に知的障害特別支援学校を中心とした，特別支援教育
分野におけるプログラミング教育の普及拡大に向け「新時代を生きる力を育む知的・発達








９．山崎智仁・水内 豊和・伊藤 美和・山西 潤一「知的障害特別支援学校におけるプログラミ
ング教育を取り入れた道徳教育の実践―『食育』をテーマとして生命の尊さを学ぶ―」第
42 回北陸三県教育工学研究大会富山大会(オンライン開催).口頭発表 2021.2 
  （要旨）知的障害特別支援学校中学部において，プログラミング教育を教育課程に位置付





１．柳川公三子「各教科・段階別 ３観点の『評価』文例集 算数・数学 中学部（１段階・
２段階）」特別支援教育における３観点の「学習評価」通知表の文例集と記入例 59-64 


































































５．Toyokazu, M., Tomohito Y. & Masayoshi, T. 「Humanoid Robot-Mediated 
- 116 - 
Communication Teaching for Children With ASD: A Case Study」IGI Global 2021 年 1
月 








（査読付）」日本教育工学会編，日本教育工学会論文誌，43(Suppl.)，13-16.  2020 年 2
月 
  （要旨）「苦手」「嫌い」といった否定的なことを言ってはいけないと誤学習している知的
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おわりに 
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